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 はじめに

本書は、自動プレートローダー （以下、本機）を不具合なくお使いいた

だくために必要な情報を掲載しています。

本機の機能は、刷版を分離、調整し、そして後続のシステムモジュール「レコー

ダー」に搬送することです。

本書は、以下の業務に携わる従業員皆が読み、理解し、使用しなければなりません。

– 輸送

– 設置、組立

– 試運転調整

– 操作

– メンテナンスおよび清掃

– 不具合是正

– 停止、解体

– 廃棄

これは、本書に記載されている安全上の注意事項に特に適用されます。

本書をよくお読みになって内容をご理解いただいた後に、本機を適切に

– 設置

– 接続

– 操作

– メンテナンス

– そして廃棄していただけるようになります。

本書に加えて、本機を使用する国で事故を防止し、環境を保護するために、

一般的に適用される法的規制ならびにその他の拘束力のある規制を順守しなけれ

ばなりません。
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 案内方法

注意として、そして直接危険を警告するため、本書で特に注意を要する文章には

以下のような表記がされています。

危険

この警告は、高いリスクがある危険を説明しており、回避しなけれ

ば死亡または重傷につながることを示しています。

警告

この警告は、中程度のリスクがある危険を説明しており、回避しなけ

れば死亡または重傷につながるおそれがあることを示しています。

注意

この警告は、低いリスクがある危険を説明しており、回避しなければ

軽い傷や中程度の怪我につながるおそれがあることを示しています。

注意

この警告は、低いリスクがある危険を説明しており、回避しなけれ

ば物損につながるおそれがあることを示しています。

情報のマークは有用な情報を示しています。

このほかにも以下各種案内が使用されています。

 このマークで続くテキストは箇条書きです。

• このマークで続くテキストは、所定の順番で行う必要のある作業が記載さ

れています。

「

」

鍵括弧で囲まれているテキストは、ほかの章またはセクションを参照する

旨を示しています。

角括弧で囲まれているテキストは、コントロールパネルで触るタッチボタ

ンを示しています。
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本書で使用するマーク

注意事項では、特に注意が必要な危険があることを次のように示しています。

電流による生命の危険あり

このマークは、電流によって生命への危険があることを警告してい

ます。

通電部品に触れると、すぐ生命への危険が起きます。

重い荷重の警告

このマークは、重い吊荷の下に滞留す際の危険を警告しています。

 保証および責任

供給契約で合意された義務、一般取引条件、本機引渡条件、ならびに契約締結時

に有効な法的規制が適用されるものとします。

本書に記載されているすべての情報および注意事項は、適用される基準や規制、

最新の技術、および弊社が培ってきた長年の知識と経験を踏まえて編集されています。

人身ならびに物損事故が発生した際の保証ならびに責任の賠償請求は、次のこと

が原因で発生したものにつきましては保証対象外となります。

– 機械の所定の使用方法に従わなかった場合、不適切に使用した場合

– 不適切な設置、組立、操作、メンテナンス、清掃、分解を行った場合

– 本書、および本書に記載されている設置、組立、操作、メンテナンス、

清掃、分解、廃棄に関する注意事項を守らない場合

– 有資格者ではないか、または本機使用に必要な教育を受けていない人物に

よる使用があった場合

– 本機の構造上の変更があった場合（本機の改造やその他変更は、

から書面による事前の承諾がない場合、みとめられま

せん。本機の不適切な取扱いは、 適合性を喪失することになります）

– 不適切な修理を行った場合

– 認められていない交換部品を使用したか、または技術的に規定されている

要件を満たしていない交換部品を使用した場合

– 災害、異物による影響または不可抗力が発生した場合

弊社は、本機の使用特性面の改善および開発の範疇で技術的変更を行うことがあ

りますのであらかじめご了承ください。
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 著作権保護

本書は、著作権で保護されており、内部使用のみを目的として提供するものです。

内部使用以外の目的で、 の書面による事前の許可なく、本

書を第三者に譲渡すること、手段や形態を問わず（すべてではなく一部抜粋であ

っても）複製すること、記載内容を商用に利用したり情報公開したりすることは

できません。

禁止事項に違反した場合は弊社に対して損害を賠償する義務を負うものとします。

弊社はさらに上記のほかにも請求を行う権利を留保するものとします。

 保証条件

保証条件は、 の一般取引条件に記載されています。

 サービス カスタマーサービス

問題等がございましたら、弊社の担当者にお問い合わせください。
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 安全に関する注意事項

警告

以下に記載する安全に関する注意事項を守らない場合、次の重大な

結果を招くおそれがあります。

– 電気的、空気圧的、機械的な影響による人身への危険

– 機械の重要な機能の故障

本機を輸送、設置、接続、操作する前に、必ず本セクションの安全

と危険に関する注意事項をよくお読みください。

本書に記載されている注意事項に加えて、一般的な安全・事故防止

規則にも従ってください。

本書に記載されている注意事項に加えて、事業者は本機が置かれる

国の作業、運転、安全に関する規則にも従わなければなりません。

さらに、本機が置かれる設置場所内で運用されている規則にも従う

必要があります。

 使用用途

本機を意図される用途に使用される場合にのみ、操作上の安全が保証されます。

本機は、後続のシステムモジュール「レコーダー」に刷版を自動搬送するために

のみ使用するものです。

ここに記載されている用途以外で本機を使用することは認められていません。

特に次のことが禁止されています。

– 本機で人を運ぶこと

– 認められた製品以外のものを運ぶこと

– 認められた重量以外のものを運ぶこと

意図された用途での使用には以下のことも当てはまります。

– 適用される安全規則に従い、電源を使用すること

– 運転条件を守ること

– 点検およびメンテナンスの間隔を守ること

– 適用される安全規則に従い、運転・補助材料を使用すること

技術データに記載されている技術的な仕様は、例外なく必ず従わなければなり

ません。
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意図された用途に従い本機を使用しない場合、安全な動作は保証されま

せん。

意図されていない用途で使用され発生した人身事故ならびに物損につい

てはすべて、メーカーではなく本機を所有する事業者が責任を負うもの

とします。

 本機の構造上の変更

構造設計およびメーカーの認証については、製品安全法（ ）に基づきま

す。 の書面による事前の承諾なしに、本機の変更、拡張、

改造を行うことはできません。

このことを守らない場合、本機は 適合性を喪失することになります。この場

合、本機のメーカーによる保証対象外となります。また、これは支持部材の溶接

作業にも適用されます。

不具合のない状態ではない部品は、すみやかに交換してください。

交換部品 消耗部品 付属品には、必ず純正のものを使用してください。純正部品

は、本機用に設計されています。他社の部品を使用した場合、負荷や安全性の面

で耐えられる設計・製造がされているかは保証されません。

以外から供給された部品や装備品は、本機での使用を認め

られていません。

 想定される誤った使用

警告

機械の意図された使用の範疇を超えるか、または意図していない使

用は、重傷につながるおそれがあります。

– 本機は、必ず意図された用途にのみ使用してください。

– 本機には、所定の刷版のみを使用してください。
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 本機を使用する従業員に求められる要件

警告

適切な資格を有さないで使用した場合における怪我の危険

ローダーを不適切に取り扱うと、人の怪我や物損を招くおそれがあ

ります。

– そのため、すべての作業は、必ず有資格者のみが行ってくだ

さい。

本機の輸送、設置、調整、操作は、使用する資格を有するか、必要な訓練を受け

た方のみが可能です。本機を使用する従業員は、本書をよく読み内容を理解して

から取扱いをしなければなりません。本機を使用する従業員は各々自身の権限を

明確に定義されるものとします。

本書では、以下の通り各種作業範囲において本機を使用するために必要な資格が

記載されています。

訓練を受けた従業員

訓練を受けた従業員は、事業者または有資格者が実施する訓練で、自身に割り当

てられる業務とその際に不適切な行動をした場合に発生するおそれのある危険に

ついて教育を受けている者をいいます。

有資格者

有資格者は、専門的な教育、知識、経験、関連する規則の知識に基づき、割り当

てられた作業を実施し、発生するおそれのある危険を自身で認識し回避できる者

をいいます。

電気工事の有資格者

電気工事の有資格者は、専門的な教育、知識、経験、関連する規格および規則の

知識に基づき、電気設備の作業を実施し、発生するおそれのある危険を自身で認

識し回避できる者をいいます。

電気工事の有資格者は、特定の場所において業務を行う教育を受けており、

関連する規格および規則を熟知しています。
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空気圧作業の有資格者

空気圧作業の有資格者は、専門的な教育、知識、経験に基づき、空気圧機器やシ

ステムの制御・メンテナンスを行い、発生するおそれのある危険を自身で認識し

回避できる者をいいます。

空気圧作業の有資格者は、特定の場所において業務を行う教育を受けており、

関連する規格および規則を熟知しています。

 従業員の責務

作業を確実に行うことができると期待される従業員のみがこの機械の操作への登

用を許されます。ドラッグ、アルコール、薬、または類似のものによる影響を受

けて反応能力が損なわれている従業員は誰も本機を使って作業することはでき

ません。

本機の作業に携わる従業員はみな、作業を開始する前に以下の責任を負います。

– 労働安全・事故防止に関する基本的な規則を守ること

– 本書に記載されている安全上の注意事項ならびに警告事項をよく読み、

内容を理解したことを署名して確認すること

 関係者以外の者

警告

関係者以外の者への危険

資格要件を満たしていない本機での作業関係者以外の従業員は、

作業現場の危険を認識していません。

– 関係者以外の者を作業エリアに近づけないようにしてください。

– 疑わしい場合は、その従業員に話しかけて、作業エリアの外に出

るように指示してください。

– 関係者以外の者が作業エリア内にいる間は、作業を中断するよう

にしてください。

 訓練

従業員は定期的に事業者が実施する訓練を受ける必要があります。後々のフォロ

ーアップを目的として、訓練の実施を記録するようにしてください。
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 一般的な安全上の注意事項

– 本機の輸送、設置、調整、操作は、本書をよく読んで理解した後に行って

ください。

– 本機は、必ず意図された用途にのみ使用してください。

（「 使用用途」参照）。

– 汚れや部品の散らばりによる危険を避けるため、本機の作業現場を常に清

潔で整頓された状態に維持してください。

– 本機の安全上の注意事項ならびに危険事項はすべて、判読可能な状態に保ち、

必要に応じて交換してください。

– 本機の作業は、必ず有資格者または訓練を受けた従業員が行うようにして

ください（「 本機を使用する従業員に求められる要件」参照）。

 環境保護のための安全対策

あらゆる作業を実施する際は、廃棄物の回避と適切なリサイクルまたは処理に関

する規則を守ってください。

設置作業 停止 解体 廃棄時には特に、グリース、オイル、溶剤を含む洗浄剤な

どの地下水に有害な物質が地面を汚染したり、下水道に流入したりすることのな

いように注意しなければなりません。こうした物質は適切な容器に回収し、補完

し、輸送し、現地規則に従い適切に廃棄してください。
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 特別な危険事項

 本機に使用するマーク

電流による生命の危険あり

このマークは、電流によって生命への危険があることを警告してい

ます。

通電部品に触れると、すぐ生命への危険が起きます。

手の怪我または潰される危険の警告

このマークは、手に怪我を負う危険があることを警告しています。

手が挟まれたり、引き込まれたり、またはその他の怪我を負うおそ

れがあります。

目の怪我またはレーザー光の警告

このマークはレーザー光によって目に怪我を負う危険があることを

警告しています。

レーザー光が目に当たると、目に治療ができないダメージを与える

おそれがあります。

誤った操作の警告

このマークは、カセットの搬送時に誤った操作のおそれがあること

を警告しています。

本機の安全上の注意事項ならびに危険事項はすべて、判読可能な状態に

保ち、必要に応じて交換してください。



特別な危険事項
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 本機の安全ラベル

概要 

本機のカバーには、以下に示す箇所に安全ラベルが貼られ

ています。

 

 
図 ：本機の安全ラベル

位置 安全ラベル 意味 

 
電流による生命の危険あり。 

 

クラス 1 のレーザー製品 

ドアとフラップがすべて閉じ

られていれば、本機の外に向

けて危険なレーザー光が放射

されることはありません。 

 

A  

B 



安全に関する注意事項

12   

 電気エネルギーによる危険

危険

通電部品に触れると、感電の危険があります。

– 電気部品は常に閉じた状態にしてください。

– 電気設備の作業は必ず、電気設備の作業のために専門の教育を受

け、危険を認識して回避できる電気工事の有資格者が行うように

してください。

– 電気設備の作業は、電気工事の有資格担当者（電気工事士など）のみが行

うことができます。

– 本機の設置や調整を行う前に、電気工事の有資格者による電気設備の点検

を受けてください。

– 点検実施後に行われる変更は、 に準拠している必要があり

ます。

– ハウジングやケーブルが損傷している場合、本機を設置・調整する前に直

ちに修理または交換してください。

 空気圧エネルギーによる危険

高圧下で漏れた空気により、皮膚を貫通して大怪我をするおそれがあります。

– 空気圧装置は、専門知識・経験を持った有資格者のみが作業を行うことが

できます。空気圧装置の作業前に、本機の電源を落として再び電源が入ら

ないよう措置を施してください。

– 本機を設置・調整する前に、空気圧管、ホース、およびねじの接合部に目

視で認識できる損傷がないかを確認してください。

– 空気圧ホースは絶対身体に近づけないようにしてください。

– 空気接続部を汚れから保護してください。

– 接続部、プラグ、スイッチは絶対に入れ替えないようにしてください。

誤作動の原因となります。



個人用保護具
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 個人用保護具

本機の作業時には、健康被害を最小限に抑えるため個人用保護具を着用する必要

があります。

– 作業中は必ず、各作業に必要な保護具を着用してください。

– 作業現場で用意されている個人用保護具の注意事項に従ってください。

マークには以下の意味があります。

作業用保護服

作業用保護服は、破れにくく、袖口が締まっており、突出部がない

作業服です。主に機械可動部によって引っかかることから守るもの

です。

指輪やチェーン、その他宝石類を身に着けないようにしてくだ

さい。

安全靴

重い部品の落下やなめらかな表面で滑ることのないよう、滑り止め

の施された安全靴を着用してください。

保護手袋

摩擦や擦り傷、深い傷から手を保護するために、保護手袋を着用し

てください。

個人用保護具は事業者が提供し、適用される要件を満たしている必要があります。

さらに、国で適用される規制や必要に応じて事業者側で取り決められる社内指示

を守る必要があります。



安全に関する注意事項
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 緊急時の注意事項

予防対策

– 常に、事故に備えておく必要があります。

– 応急処置用の救急用品（救急箱、毛布など）は、必ず手の届くところに配

備してください。

– 事故発生時の報告や応急処置用の救急用品について従業員に熟知させてく

ださい。

– 救急車両が通れるルートを確保してください。

事故発生時の対策

– 危険なエリアから従業員を救出します。

– 心停止または呼吸停止の場合は、ただちに応急処置を開始します。

– 人身事故が発生した場合は、応急処置の担当者や救急医、救助隊員に知ら

せます。

– 救急車両が通れるルートを確保してください。必要に応じて、救助作業の

指示者を配置します。
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左向き

右向き

 本機の説明

 本機概要

パレットルーム 刷版受け入れ

用紙トレイ 紙の除去・二枚重ね検知

コントロールパネル 操作・ステータス表示

搬送台 イメージセッターへの搬送

拡張モジュール 刷版受け入れ



本機の説明
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 操作部・機能説明

ドア部 パレットルーム、メンテナンスユニットへのアクセス

ドア部 用紙トレイへのアクセス

コントロールパネル 本機制御のタッチパネル

メインスイッチ スイッチのオン オフ

フラップテーブル 上折り畳み式搬送台

カセットシステム

緊急停止（オプション） 緊急停止を作動させる場合はこのキーを押します

ステータス表示 オプション：ステータス灯―赤、緑、黄色



コントロールパネル
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 コントロールパネル

メインメニュー

表示 ロック状態（パレットルームのフード）

表示 ロック状態（用紙トレイの扉）

表示 現在ロードされている資材と残り刷版数の表示

資材リスト 資材リストの表示（資材データベース）

プレート ロードされるプレート 資材の表示または変更

設定 システム設定

サービス 設定

用紙トレイを空にする 用紙トレイを空にするためのユーザーガイド

（「 用紙トレイを空にする」を参照）

アラーム アラーム一覧と発生している不具合の表示

パレットのロード パレットをロードするためのユーザーガイド

（「 パレットのロード」を参照）

ホーム メインメニューに戻る

カセット ロードされたカセット 材料の表示 変更

【カセットを入れる】 カセットをロードするためのユーザーガイド



本機の説明
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 安全装置・操作部（オプション）

緊急停止 緊急停止キー（オプション）

ステータス表示 ステータス緑（スタンバイ）、赤（エラー）、黄（生産）

カバー 安全カバー後ろにある 装置の進入スロットへのア

クセスを防ぐため



機能詳細
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 機能詳細

刷版は、刷版の対応する形式のチップボードでカバーされたパレットに載せられ

て配送されます。

本機の搬送

パレットルームの受入れエリアでは、パレットを刷版と設置されます。

受入れエリアへの輸送時に刷版が滑らないよう、パレットの隅 箇所に固定用ブ

ラケットが取付けられています。

梱包が解された刷版のリフトトラックを使った輸送については、走行時は

の高さまでの刷版を積み重ねても滑るのを防ぐ安全ベルトが付いています。

本機内の位置決め

パレットは拡張モジュールまたはエンドモジュールの受入れエリアで昇降装置を

使って配置されます。受入れエリアには底面に対応するパレットの前端を合わせ

て配置するマークが付けられています。

刷版スタックの位置（搬送方向）は、レーザーマークで表示されます。刷版スタ

ックの長辺側をレーザーマークに合わせてください。

刷版の基準

刷版のパレットを配置し、位置決めを済ませたら、対応するカバーを閉じます。

フィーダーは後続のシステムモジュール「レコーダー」で開始され、基準走行を

行います。刷版の位置と形式が点検されます。設定値が合っていれば、本機は運

転準備を完了し、レコーダーのフィードが可能になります。



本機の説明

20   

レコーダーのフィード

レコーダーの制御部からフィードの信号が送られます。

フィーダーは、対応する刷版スタックを移動させ、刷版スタックに積んでいきます。

分離レイヤーはクランプ装置により留められ、少し引き戻して持ち上げます。

刷版用吸引装置は、吸引位置で回転し、刷版の上を垂直に移動します。刷版は吸

盤を使って持ち上げられます。刷版を輸送する支持ローラーが伸び、フィーダー

が刷版と留められている分離レイヤーを搬送位置に移動させます。

搬送位置では、分離レイヤーが つのゴムローラー間の圧力ローラーで押しつけら

れています。ゴムローラーが分離レイヤーを引き込み、用紙トレイに搬送します。

刷版はローダーの搬送位置まで搬送され、レコーダーのローダーを引き受けます。

ロードプロセスの完了です。フィーダーが刷版スタックまで戻り、次の刷版を受

け取ります。



安全装置
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 安全装置

はスタンドアロン型の機械です。赤・黄色のメインスイッチでオンにな

ります。メインスイッチは緊急停止スイッチとしても機能し、オプションで緊急

停止キーを追加することも可能です。

 メインスイッチと緊急停止

メインスイッチを水平位置に回すと、機械の電源接続が解除され、緊急停止が作

動します。

コンピューターを再起動する方法：

カバー横にある緊急停止キー（オプション）のロックを解除します。

メインスイッチを位置 に回します。

 ドアとカバーのコンタクトスイッチ

ベースモジュールの用紙トレイの設置エリアに続くドアには、タンブラー錠のつ

いたドアコンタクトスイッチが取り付けられています。

パレットルームのカバーフードは、タンブラー錠のついたコンタクトスイッチが

取り付けられています。

ドアやカバーフードの解除は、コントロールパネルで行います。

コンタクトスイッチ （パレットルームのカバーフード）

ドアコンタクトスイッチ （ベースモジュールの用紙トレイ）



本機の説明
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 銘板

銘板は用紙トレイの裏面または本機の裏面についています。
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 輸送と設置場所

 輸送

本機は、 が認定した輸送業者によってのみお客様の元まで

届けられます。

注意

適切な輸送と、機能の安全および本機の精密性を保証するために、

配置される従業員は必ず責任者の指示に従ってください。

責任者の氏名は、注文確認書に記載されています。

 お客様側で受入れする際の確認

本機の部品がお客様の敷地に到着したら、輸送による破損がないか目視点検を行

い、不備のないことを確認してください。

– 積荷の輸送物（梱包品）を開ける前に輸送による破損について記録してく

ださい。

– 輸送による破損がある場合はすぐに にお知らせくだ

さい。

 納品内容

本機の納品内容は以下の部品で構成されています。

– と刷版搬送モジュール

– 拡張モジュール（オプション）

– 輸送用に折り畳み可能な搬送台

– 用紙トレイ（内蔵）

– 組立部品



輸送と設置場所
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 輸送時の危険に関する注意事項

警告

梱包を不適切に取り扱うと、怪我をするおそれがあります。

梱包の輸送時には、以下の特別な危険が想定されます。

– 角が突出していると、衝突や切り傷をまねくおそれがあります。

– ここで指定する吊り具以外の用具を使用した場合は、重傷をまね

くおそれがあります。

注意

梱包は、設備を破損させないよう、慎重に取り扱ってください。

– 輸送時は梱包を慎重に持ち上げてください。

– 傾けたり、ねじったりしないようにしてください。

– 梱包を湿気の多い場所や極端な温度変化のある場所に置かないで

ください（「 環境条件」参照）。

– 「 安全に関する注意事項」もよくお読みください。

– 本機または部品は、適切な有資格者および訓練を受けた従業員（技能証明

書を持ったフォークリフト運転手）のみが、すべての安全に関する注意事

項に従って、輸送車両から降ろすことができます。

– 本機または部品は、対応する訓練を受けた従業員のみが、すべての安全に

関する注意事項に従って、吊り具を使って輸送することができます。

– 作業時には必ず、作業用保護具、安全靴、保護手袋を着用してください

– 輸送時に通るルートは、必ず追加要員を立てて確保するようにしてください。

– 走行ルートに人がいないことを確かめてください。

– 本機を持ち上げる時は、安定させ安全のために必ずゆっくりと慎重に行っ

てください。

– 赤色で指示されている輸送用の安全装置は、設置場所で部品を組み立てた

後にのみ取り外します。



輸送
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 輸送時に使用が認められる補助具

は、クレート付きパレットまたは箱（梱包）に入れて納品されます。

これをフォークリフトやパレット用のトラックで移動させられます。

移動時には以下を確認してください。

– 設置場所までの輸送ルートのドアの幅と耐荷重が十分であること

（「 梱包の寸法と重量」を参照）。

– フォークリフトまたはパレット用トラックの積載量が梱包の重量に対して

適切に設計されていること（「 梱包の寸法と重量」を参照）。

– フォークリフトまたはパレット用トラックのフォーク等の長さが梱包に十

分な寸法であること（「 梱包の寸法と重量」を参照）。

設置場所に安全に輸送するために、梱包ごとに適切な取付け箇所が赤色

で指示されています。

 梱包の寸法と重量

数量 内容物
長さ

（ ）

幅

（ ）

高さ

（ ）

重量

（ ）

形態

、搬送台、

用紙トレイ

クレート

重量（パレット込み）約

梱包の内寸法



輸送と設置場所
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 推奨輸送装置

輸送装置 形態および数量
フォーク長さ

（ ）

積載容量

（ ）

輸送装置

（トラックからの荷下ろし、

パレットからの機械の吊り上げ）

フォークリフト

輸送装置

（地面にある梱包の輸送）

パレット用トラ

ック 台

輸送装置

（設置場所までのモジュール

の輸送）

ドーリー 台

 一時的保管

納品後、すぐに本機を設置して使わない場合は、保護措置の施された場所で部品

を慎重に保管してください。部品は、寒さ、湿度、汚れ、機械的影響を受けない

よう保護された状態で一時保管するようにしてください。

部品の推奨保管条件については、セクション 環境条件を参照してください。

不適切な方法で保管した場合、これにより発生した損害については一切

責任を負いません。

 輸送時の梱包

本機の部品は、 が認定した人員が同伴する状況でのみ封を

開けることができます。

本機の輸送及び保護には使用される梱包材は、主にリサイクル可能な素

材が使われています。

– 梱包材は、設置される国の規則に従って環境に配慮した方法で廃棄し

てください。



設置場所
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 設置場所

 設置面の耐荷重

設置・製造時の負荷に耐えられるよう、設置面の耐荷重は十分な寸法を確保して

ください。パレット用トラックで輸送する時や設置時は、短い時間であっても局

所にかかる負荷に注意してください。

重量に関する情報は、セクション「 梱包の寸法と重量」を計算根拠に使用

してください。

 設置面の平面度

設置面は以下の条件を満たす平面度である必要があります。

高低差（ ） 距離（ ）

 安全照明

ルームには、プレートメーカーが定める安全照明を設置する必要があります。

 空調設備

は、設備や加工に使用される材料の環境条件を、年間を通

して一定に保つために、空調の効いた部屋に設置することをお勧めしています

（セクション「 環境条件」を参照）。

空調を敷設する際には、レコーダーに規定されている設置機器の発熱量を考慮し

てください。



輸送と設置場所
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 湿度制御

相対湿度は、定められた許容範囲を超えてはなりません。湿度が低すぎても高す

ぎても、露光品質とシステムの生産安定性に悪影響を及ぼすおそれがあります。
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 組立と試運転調整

本機の組立および試運転調整に関しては、別紙の設置説明書を参照して

ください。

（「自動プレートローダー の設置説明書」）
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 操作

警告

適切な資格を有さないで使用した場合における怪我の危険

本機を不適切に操作すると、人の怪我や物損を招くおそれがあり

ます。

– そのため、本機の操作にかかるすべての作業は、必ず有資格者の

みが行ってください。

 機械の電源を入れる

• 必要に応じて搬送システムモジュールの電源を入れます。

（「レコーダー」の取扱説明書を参照）

• メインスイッチ（ ）で本機の電源

を入れます。

コントロールパネルが起動します。



操作
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本機が基準走行を開始

します。操作画面が表

示され、緑の点が右上

に表示されたら、

本機の運転準備が完了

です。

基準走行は、イメージセッターにより自動で行われます。 は、

パレットのロード作業と用紙トレイを空にしたら、自動的に基準走行を

開始します。

 用紙トレイを空にする

 空の内部ゴミ

• 用紙トレイを空にするを

タッチします。



用紙トレイを空にする
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本機が安全な位置に移動します

（基本位置）。

用紙トレイがある設置エリ

アのドアのロックが解除さ

れます。

• 用紙トレイがある設置エ

リアのドアを開きます。

注意：キー取消しを押す

と処理を取り消せます。

用紙トレイがある設置エ

リアへのドアを開けた後

の表示。

注意： 秒経過後もドア

が開いている場合、内部

の用紙カウンタが

に設定されます。
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• 用紙トレイ（ ）を設置エ

リアから引き出します。

• 用紙トレイの中を空にします。

• 用紙トレイを再度設置エリアに戻し、ドアを閉じます。ドアが自動的にロッ

クされます。

本機が基準走行を開始します。

• を押して基準

走行の開始を確認し

ます。

注意： 秒経過後も基準

走行が行われない場合、

ドアのロックが再度解除

されます。
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本機が基準走行を開始し

ます。

• 基準走行が行われた

ら、 ］でメッセー

ジを確認します。

注意： 秒経過後、メ

ッセージは自動的に消

えます。

これで本機は運転準備

が完了します。
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 空の外部ごみ箱

ペーパーシュートを取り

付けると外部のペーパー

バスケットがありますの

で、操作中いつでも空に

することができます。

「ゴミ箱を空にする」ボ

タンを押すと、ゴミ箱を

本当に空にすることがで

きるかどうかのクエリが

表示されます。

「はい」で確認すると、

用紙カウンターがリセッ

トされます
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 パレットのロード

設置エリアでは、パレットを刷版と設置できます。

パレットの位置

パレットは、スタック検出時に刷版スタックを検出できるように、設置エリアに

正確に位置決めする必要があります。以下の図は、パレットを設置する必要のあ

るエリアを示しています。

プレートスタック

と機械フレームの

間は、 から

の距離があ

ることが望まし

い。

左端 プロファイル

プレートスタック

レーザーライン

（ ）は、プレート

スタックの正しい

位置決めに合った

方向を指示してい

ます。
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ローディング

以下の作業手順では、パレットのロードについて説明しています。

• パレットのロード

をタップします。

• 本機が安全な位置

に移動します

（基本位置）。

フードとドアのロッ

クが解除されます。

本機の設置エリアで

ロードが可能です。

• フードを開きます。

• 注意： 秒経過後もフードが開いていない場合は、自動的に再度ロックされ、

機械は再び運転準備完了状態になります。
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開いているフード ド

アと閉じているフード

ドアがコントロール

パネルに表示されま

す。

• 刷版プレートのあるパレットをパレット用トラックを使って設置エリアまで

移動させます。

• 以下のようになるよう、パレットの位置決めを行います。

– プレートスタックの前方をレーザーマークに合わせます。

– 刷版プレートスタックの長辺を つ目のレーザーマークに合わせます。

結果：

パレットが所定の位置

につきます。左の固定

ブラケット（ ）がパ

レット上の所定の位置

に残ります。
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ロードの過程で、用紙トレイを空にすることをおすすめします。

用紙トレイはロード時にロックが解除されています。

• フードと用紙トレイのドアを閉じます。

安全上の理由から、フードがロックされていることを確認します。

を押すと、フードにロックがかかります。

• フードをロックす

るため、 を押し

ます。

本機が基準走行とパレット検知を開始します。

ローディングに変更が加えられておらず（収納部のみ点検された場

合など）、設定されたパレットが移動していない場合は、パレット

検知をスキップすることができます。
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• パレットのロード・取除

き・移動が行われている

場合は、検知開始（ ）

で検知を開始してくださ

い。

• それ以外の場合、

検知をスキップ（ ）

で検知を省略できます。

はじめに基準走行が行われ、

続いて必要に応じてパレット

検知が行われます。
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基準走行後、スタック検知

が有効になり、刷版スタッ

クのあるパレットの位置が

検知されます。

基準走行とスタック検知

完了後、設置エリアでパ

レットの割り当てを確認

してください。

• ］をタップする

と、刷版プレートのパ

ラメータが設定された

コントロールパネルが

表示されます。
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• 設置エリアの割

り当てとロード

された刷版の枚

数を点検し

ます。

• 変更を行った場

合は、点検が完

了したら［変更

の適用］をタ

ップしてくだ

さい。

• ローディングプ

ロセスが完了し

たら をタッ

プします。

注意： 秒経過

後、メッセージ

は自動的に消え

ます。

これで本機は運

転準備が完了し

ます。

本機の製造開始準備が整います。本機は、上位のシステムモジュール「レコーダ

ー」から制御コマンドを受け取ります。
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 読み込みオプション

オプション

印刷版の積み重

ね高さ

印刷版の積み重

ね高さ

または 印刷版

または 印刷版
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 つ目のスペースでの本機のロード

• つ目のスペース（拡張

モジュール： ）で本

機はセクション にあ

るとおり同様にロードさ

れます。

• メイン画面でパレットの

ロードを開始します。

• つ目のスペースでは、

オプションでレーザーラ

インを追加できます。

• 本機は常に つの位置を

確認し、見つかったプレ

ートを表示します。

注意

本機は、パレットロードの前に停止し、安全な位置に移動させます。

本機が作業中、 つ目のパレットを交換することはできません。
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 パレットの取外し

最後の刷版プレートがフィーダーから外されたら、レコーダーのコントロールパ

ネルにメッセージが表示されます。

• セクション パレットのロードの説明に従い、ローディングプロセスを開

始してください。

• 次に、空のパレットを取り外して設置エリアで新しいパレットと刷版プレー

トをロードします（セクション「 パレットのロード」を参照）。
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 本機にカセットをセットする

• 本機に追加でカセットロ

ーダーがある場合

（ つまたは つのカセ

ット）、パレットのロー

ドと同様の手順で行い

ます。

• メイン画面でカセットの

ロードを開始します。

• 画面の指示に従い、

つ つ手順を進めていき

ます。

• ローディング位置までカ

セットを下ろします。

• ロードするには、ハンド

ルのプッシュボタンを使

ってロックを解除し、カ

セットを引き出します。

• カセットには最大

の印刷版または の

スタック高さを保持でき

ます。

• カセットをロード後、正

しくロックされているこ

とを確認してください。
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 不具合のある刷版プレートを取り除く

不具合のある刷版プレートまたは用紙のある刷版プレート、または用紙が搬送台

に送られたら、本機は停止し、搬送台からプレートを取り除くよう要求します。

その後で、本機を再起動してください。



機械の電源を落とす
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 機械の電源を落とす

• メインスイッチ（ ）で本機の電源を落

とします。
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 不具合

危険

電圧による生命の危険あり

通電部品に触れると感電し、重傷または死に至る危険があります。

– 本機に作業を行う前に、必ず電源を落として、再度電源が入らな

いように措置を施してください。

注意

蓄圧エネルギーによる怪我の危険あり

蓄圧エネルギーが放出されることで、本機に予期せぬ動作が発生

し、中程度の怪我につながるおそれがあります。

– 空気圧システムで不具合が発生した場合は、空気圧システムで作

業を行う前に、本機を減圧してください。

不具合を是正する際には、常に現地の安全規則が適用されます。

この章を参照し、不具合やエラーの場所を特定し、是正することができます。

コントロールパネルにエラー番号とエラーの説明を表示してエラーを検索できる

ようになっています。

 エラーメッセージの表示

不具合が発生すると、コントロールパネルのアラームウインドウに、発生した不

具合に関連する以下の情報がエラーメッセージとして表示されます。

– 不具合のタイプ：

– システムエラー

– 警告

– 排水エラー

– エラー番号

– エラーメッセージ
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 システムエラー

エラー番号 エラーメッセージ

圧縮空気なし

モーター 軸 通信なし

モーター 軸 通信なし

モーター ローラー 通信なし

モーター ローラー 通信なし

モーター ローラー回転 通信なし

吸引調整 軸 パルスなし

吸引調整 軸 位置合わせタイムアウト

吸引調整 軸 参照タイムアウト

フラップは閉じていません

フラップはロックしていません

フラップロックエラー

ごみ箱ドアは閉じていません

ごみ箱ドアはロックしていません

モーター電圧はオフになっています

モーター 排出ベルト 通信なし

安全 作動

カセットドライブタイムアウト上昇

カセットドライブタイムアウト下降

カセットハンドル左側は最終位置にはありません

カセットハンドル左側 両方の最終位置が有効

カセットハンドル左側タイムアウト

カセットハンドル右側は最終位置にはありません

カセットハンドル右側 両方の最終位置が有効

カセットハンドル右側タイムアウト

カセットドライブ両方の最終位置が有効

カセットとアーム間で衝突の可能性
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 警告

エラー番号 エラーメッセージ

モーター 軸 参照なし

モーター 軸 参照なし

モーター ローラー 参照なし

モーター ローラー 参照なし

モーター ローラー回転 参照なし

吸引調整 軸 参照なし

ごみ箱ドアが開いています

セグメント ドアが開いています

ごみ箱は定位置にありません

スタック高は算出できません

グリッパーの前に用紙がありません

吸引時の用紙検知

モーター 軸 温度過剰

モーター 軸 過電流

モーター 軸 不足電圧

モーター 軸 過電圧

モーター 軸 温度過剰

モーター 軸 過電流

モーター 軸 不足電圧

モーター 軸 過電圧

モーター ローラー 温度過剰

モーター ローラー 過電流

モーター ローラー 不足電圧

モーター ローラー 過電圧

モーター ローラー 温度過剰

モーター ローラー 過電流

モーター ローラー 不足電圧

モーター ローラー 過電圧
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エラー番号 エラーメッセージ

モーター ローラー回転 温度過剰

モーター ローラー回転 過電流

モーター ローラー回転 不足電圧

モーター ローラー回転 過電圧

モーター （コンベヤーベルト）：過熱

モーター （コンベヤーベルト）：過電流

モーター （コンベヤーベルト）：低電圧

モーター （コンベヤーベルト）：過電圧

折り畳まれたコンベヤーベルト
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 排水エラー

エラー番号 エラーメッセージ

回ダブルプレートまたは用紙を検知

排出口 プレートが検知されません

給紙口での紙詰まり

初期化時に排出口にプレート

初期化時に排出口にダブルプレートまたは用紙

用紙除去が 回失敗しました

転送中にダブルプレート 用紙

プレート収容時に吸引エラー

プレート収容時に吸引喪失

プレートはレコーダーにより収集されませんでした

回続けて厚紙を検知

初期化中にローラー上にプレート

コンベヤーベルト：プレートがセンサーに到達していません

プレートがローラーを離れていません

コンベヤーベルトのカートン

ダブルプレート コンベヤーベルト上の紙

空のパレット

カセットが空です

コンベヤー上の予期しないプレート
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 メンテナンスおよび清掃

危険

電圧による生命の危険あり

通電部品に触れると感電し、重傷または死に至る危険があります。

– 本機に作業を行う前に、必ず電源を落として、再度電源が入らな

いように措置を施してください。

– 本機へのメンテナンス作業は、必ず有資格者が行ってください。

注意

蓄圧エネルギーによる怪我の危険あり

蓄圧エネルギーが放出されることで、本機に予期せぬ動作が発生

し、中程度の怪我につながるおそれがあります。

– 空気圧装置へのメンテナンス作業を行う前に、本機を減圧してく

ださい。

注意

空気圧ホースの破裂による怪我の危険

劣化した空気圧ホースを使うと、破裂し、軽度から中程度の怪我に

つながるおそれがあります。

– 定期的に空気圧ホースの状態を点検し、目視で摩耗がみられたら

交換してください。

– 古い空気圧ホースを再利用しないでください。

– 純正交換部品のみを使用してください。

本機の運転時の安全と耐用寿命は、適切なメンテナンスと清掃に依存します。

そのため、

– メンテナンスを正確に守り、そして

– メーカーが提供する文書のメンテナンスに関する説明を必ず守ってく

ださい。

意図された用途に従って使用している場合に、以下のメンテナンス間隔が適用さ

れます。
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 メンテナンス間隔とメンテナンス作業

メンテナンス作業は、ユーザー側で行う作業とカスタマーサービスで行う作業に

分かれています。

モジュール メンテナンス間隔 メンテナンス作業
責任の所在

ユーザー サービス

機械全体 か月ごと

本機の外側を清掃、コンベアベ

ルトを目視点検。

パレットルームを含む作業エリ

アを清掃し、用紙を取り除く。

機械全体
か月ごと、または

プレート 万枚ごと

、 、 軸、ペーパー取り除

き、プレート収容、搬送ベル

ト、オプションのカセットなら

びにケース、機能点検付き制御

装置のメンテナンスチェックリ

ストに従った専門のメンテナン

ス作業。

サービスによるメンテナンス作業

サービスのメンテナンス作業は、 社が推奨する専門のメンテナンス作業に

従い、サービスレベル 以上の有資格者のみが行う必要があります。専門のメン

テナンス作業は、 か月ごと、またはプレート 万枚ごとに行う必要があります。
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 清掃用品と潤滑油

注意

機械が破損する危険あり。

誤った清掃用品や潤滑油を使用したりすると、機械を破損させるお

それがあります。

必ず、推奨される清掃用品と潤滑油を使用してください。

は、以下の清掃用品と潤滑油の使用を勧めています。

使用目的 使用 製品

清掃用品 機械全体 水 せっけん液（ 社の

）とマイク

ロファイバー布

潤滑油 ガイドレール シリコンスプレー

、

潤滑用グリース カセットチェー

ン、 軸ガイド

潤滑用グリース

など
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 機械の停止

危険

感電による生命の危険あり

電気設備での作業では、生命の危険を伴います。

– 電気設備関係の作業は、電気作業を行うための資格を有する者の

みが行うことを許されます。

注意

有資格者以外の従業員が空気圧システムで作業を行うと、怪我をす

る危険があります。

空気圧システムの機械の停止作業や取り外しは、有資格者以外の従

業員が行うと、怪我をする危険があります。

– 空気圧装置での作業は、必ず空気圧作業の有資格者のみが行って

ください。

• 機械の電源を落とします。

（セクション「 操作部・機能説明」の図を参照）。

• 後続のシステムモジュールの電源を落とします（上位システムの取扱説明書

を参照）。

• 適切な有資格者が供給エネルギー（電気、空気圧）をすべて遮断します。

• 本機から供給ラインの接続を取り外します。
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 取り外し

 取り外し時の危険事項

警告

本機の部品を取り外す際は、以下の危険に特に注意してください。

所定の取付箇所ではない部分で部品を持ち上げると、部品が落下し

て怪我をすることがあります。

– 赤く指示されているマークに従い、所定の取付箇所で固定して、

部品を持ち上げてください。

搬送用の安全装置や安定用装置を使用しないと、部品が転倒した

り、怪我をまねくおそれがあります。

– 部品を取り外す前に、輸送用の安全装置と安定用装置を取り付け

てください。

不適切に取り外されたケーブルは、再利用時に破損し、溶解やケー

ブル火災の原因となることがあります。

– 電気設備の作業はすべて、必ず、電気工事関連の有資格者のみが

行うようにしてください。

不適切に取り外された圧力ケーブルや接続部は、再利用時に破損し

たり、怪我をしたりするおそれがあります。

– 空気圧関連の作業はすべて、必ず、空気圧関連の有資格者のみが

行うようにしてください。

一般的には次のことが挙げられます。

– すべての作業において、個人用保護具を着用してください。

注意

不適切な取り外し道具を使用すると、部品を破損させるおそれがあ

ります。

– 適切な道具を使ってください。

– 作業はすべて、必ず訓練を受けた従業員と対応する有資格者のみ

が行ってください。
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 準備措置

本機の取り外し前に、以下のことを確認してください。

– 機械が運転停止状態にあること

（セクション「 機械の停止」を参照）。

– 取り外しに必要な工具を用意していること。

– 輸送用に必要な安全装置を用意していること。

– 輸送装置を用意していること。

（セクション「 推奨輸送装置」を参照）

– 取り外し用に照明器具（ハンドランプ）を追加して用意していること。

– 部品を円滑に輸送するために、設置エリアの床面が清掃され、埃のな

い状態になっていること。

 機械の取り外しと輸送時の固定

本機は、次の順番に従い、輸送の準備を行います。

 機械を輸送できるよう準備し、固定する

 供給ライン

 用紙トレイ

 梱包
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 機械を輸送できるよう準備し、固定する

機械を輸送位置に移動させる

• 吊り上げ装置を下に下ろしま

す（ ）

• 軸を停止する直前まで上に上

げます（ ）

• 軸を、吸引装置がおおよそラ

インレーザーの下にくるま

で、右に移動させます（ ）

搬送台を下げる

• 搬送台を下に移動させます
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搬送台を下げる

• 緑色のマークが付けられている

ネジを緩めます

• 台を男性 人で持ちます

• 赤色のマークが付けられている

ネジを緩めます

• 台を移動させ、緑色のマークが

ついているネジで

• 両側を固定します

吸引装置を下げて、固定する

• 装置が回転したり移動したりし

ないよう、ケーブルタイで両側

を固定します

軸を固定（パート ）

• 軸のフレームシートを緩めま

す（ネジ 本）（ ）

• フレームシートを停止するまで

上に移動させます（ ）

• フレームシートにネジを締めま

す（ ）

• フィーダーがフレームシートの

フックで固定されます（ ）
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軸を固定（パート ）

• フィーダーとケースの間にクッ

ション材を挟みます（ ）

• フィーダーがベルトでしっかり

と固定されます。

ベルトはケースのトラバースに

ある つの穴に通します（ ）
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軸シリンダを固定する

• ケーブルタイで固定すると、

大きい シリンダの移動を防止

できます。

• フィーダーを上部に固定した状

態で、輸送時にシリンダが飛び

出てしまうと、白い歯付きベル

ト部分が緩み、位置がずれてし

まいます。

軸を固定する

• 装置はブラケットで固定され

ています（ ）

• ブラケットは、ケースと 装

置の直立したアルミ製プロファ

イルにネジ止めされています。

これには、ケースにある既存の

ネジを使用しています。
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輸送用ストラットの取付け

• パレット用トラックでの輸送に

は、 つの輸送用ストラットを

使用します。（ ）および（ ）

カセットの固定

カセットは、さらに、カセット

と用紙用キャリッジ間のビーム

で垂直方向の動きが固定されてい

ます。

 供給ライン

電源用ケーブル、信号用ケーブルは、ケーブルダクトやケーブルトラップを伝っ

て配線されています。

• ケーブルを接続部から外して、ケーブルダクトから引き抜きます。

• ケーブルトラップを外します。

• 空気圧ホースを外します。
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 用紙トレイ

用紙トレイ

• ベースモジュールのドアを開い

て、用紙トレイを引き抜き

ます。

• 用紙トレイを引き抜き、

• 合板（ ）とネジで留めま

す（ ）。

フードを固定する

• フードは支持脚にフラットバー

で（ ）で固定します。

用紙トレイのドアを固定します

• パレットにすべてネジ止めした

ら、本機をストレッチフィルム

で覆います。

• これで、用紙トレイのドア

（ ）も固定されます。
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 廃棄

注意

本機を不適切な方法で廃棄すると、健康被害をまねきます

本機には有害物質が含まれています。

– 本機のアセンブリと組立部品を、認定廃棄業者に引き渡してくだ

さい。

– 本機のアセンブリと組立部品は、家庭ごみで処分してはなりま

せん。

– 国で適用される法規制に従って廃棄を行ってください。

認定廃棄業者の所在地情報は、関連環境機関から入手可能です。

この情報は、弊社の本書発行時点での知識と経験に基づくものです。

廃棄業者に廃棄を依頼することで、廃棄業者が廃棄の時点で適用される

国の規則や法律に従う義務から免除されることにはなりません。

 用語

リサイクル可能な材料

有害物質を含まず、環境に配慮した方法でリサイクルが可能なアセンブリまたは

組立部品をいいます。

有害物質

個別に廃棄またはリサイクルしなければならないアセンブリまたは組立部品をい

います。
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 アセンブリの概要

以下の図では、リサイクル可能な材料と有害物質を含むアセンブリと組立部品を

説明しています。

リサイクル可能な材料 有害物質

位置 モジュール
リサイクル可能

な材料 金属

リサイクル可能な

材料 プラスチック
有害物質

フィーダー
スチールおよび

アルミ

歯付きベルト、

真空吸引器、空気

圧ホース、プラス

チック成型部品

電気・空気圧系

用紙の取除き 金属、スチール ゴムローラー 電動エンジン

電気部品 取り付けプレート
クランプ、ケーブ

ルダクト

電気組立部品、

電源装置、回路

基板、ケーブル

空気圧

メンテナンスユニ

ット、バルブ、

空気圧ホース

輸送用具 スチール

プレート固定具 鋼板

搬送台 スチール
ベルト、 プリン

ト部品
電動エンジン
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位置 モジュール
リサイクル可能

な材料 金属

リサイクル可能な

材料 プラスチック
有害物質

ラミング保護 鋼板

ケース
金属、鋼板、ア

ルミ製ドア

軸 金属、スチール
歯付きベルト、電

動エンジン

ネジ、ナット、

ボルト
スチール

取り外しに関する注意事項

位置 モジュール 取り外しに関する注意事項

フィーダー
垂直ガイドにネジ止め

（取り外し前に解放）

用紙の取除き ネジ止め

電気部品
取り付けプレートとコントロールパネルをネジで固

定し、ケーブルを差し込む

空気圧 差し込み、ネジ止め

輸送用具 ネジ止め（設置後、本機から取り外す）

プレート固定具 ネジ止め、個別部品

搬送台 ネジ止め

ラミング保護 ネジ止め

ケース メイン部品をネジ止め

軸 ネジ止め
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 添付資料

 技術データ

 寸法

フードとドアを閉じた状態（ ）

モジュール 長さ 幅 高さ

オプションの拡張モジュールが

ない場合で、モジュール全体の

寸法

機械

搬送台

旋回フード

拡張モジュール（オプション）

フードが開いた状態、ベースモジュール前の用紙トレイ（ ）

モジュール 長さ 幅 高さ

旋回フード

用紙トレイのドアが開いた状態
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 重量

用紙トレイが空の状態で、刷版プレートのない重量（ ）

モジュール 重量 床荷重最大 翼面荷重最大

機械

 電気接続値 電力

接続 値

電圧 ～

電流

接続ケーブル

現場ヒューズ または

レコーダーのヒューズ

動作電力

スタンバイ時の消費電力

 空気圧接続値 数値

接続 値

圧力

品質 に準拠した圧縮空気クラス 、ダ

ストフリー、オイルフリー

消費量

接続 ½インチ
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 環境条件

パラメーター 値

温度 – ° （プレートタイプによって異なる）

相対湿度 – （結露無し）

照明 プレートメーカーの仕様による安全灯

清潔度 埃、煙、汚れなし

床振動 振動なし

 空気中の騒音

放出 値

騒音レベル 以下

 放熱

放出 値

放熱量 以下
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 パレットと刷版プレートの寸法

パラメーター 値

最大プレートサイズ

最小プレートサイズ
パレット：

カセット：

プレート厚
から

カセット（オプション）： から

最大パレットサイズ

最小パレットサイズ

刷版プレートの状態 トップコート、正方形

拡張モジュールまたはカセッ

トがある場合とない場合のす

べての場合のスタックの最大

高さ

標準：

で プレート、 で プレー

ト

オプション：

で プレート、 で プレー

ト

パレット高さ最大（合計）
標準：床から

オプション：床から

回転 （最大）

スタック位置の精度 

（最大）

スタックの幅が を超える場合は、本機に

パレットをロードし直すか、測定サイクルを改

めて開始する必要があります。

パレット上のプレートスタッ

クの位置

長辺方向に中心を置き、短辺方向のパレット端

までの固定距離、通常は ～

パレットの方向 フォークリフトを短い側に移動

カセットの最大荷重

最大スタッキング高さ 例

最大重量：

カセットごと

） 拡張モジュールなしで、最大サイズのパレットをロード可能。

 

どのサイズを同時に使用可能かは、ケースバイケースで確認できます。

オプション ：すべてのモデルで利用できるわけではありません
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 パレット仕様
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 付属書類

本書には、以下の書類が付属しています。

– 「自動プレートローダー 」設置説明書

– 電気回路図

– 空気圧回路図

 適合宣言書

次のページでは、本機全体の 適合宣言書をご確認いただけます。



 


